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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１） 経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における世界経済の情勢を概観しますと、米国では個人消費や企業

業績の改善により経済の拡大基調は持続し、欧州でも景気の持ち直しが見られました。さらに新興国

においては経済成長のペースは鈍化しましたが、世界経済全体としては緩やかな回復となりました。し

かしながら、当第１四半期連結累計期間末に欧州でギリシャの債務問題が再燃すると共に中国経済

の減速が顕在化し、景気の先行きに対する懸念は高まっております。 

日本経済におきましては、中国や東南アジア諸国の景気減速の影響は受けつつも、企業収益の改

善などにより景気の回復基調は続いております。 

当電子部品業界におきましては、スマートフォン関連の市場では、一層の低価格化が懸念されつ

つも数量ベースでの拡大は継続しております。また、車載関連製品の市場では、自動車の電子化の

進行により１台当たりの部品搭載額が増加し、市場の急速な拡大が継続しております。 

このような経営環境の下、当社グループにおきましては、手ぶれ補正機能付きマイクロアクチュエー

タを中心としたスマートフォン関連製品に加えて、アミューズメント関連製品及び車載関連製品などの

主力分野の受注が期初計画どおりに増加いたしました。さらに為替が円安で推移したことから、当第１

四半期連結累計期間の売上高は、341 億 5 千 7 百万円（前年同期比 129.0％）となりました。 

損益につきましては、営業損失は 16 億 9 千 6 百万円（前年同期の営業損失は 33 億 1 千 4 百万円）、

経常損失は 10 億 4 千万円（前年同期の経常損失は 37 億 9 千 6 百万円）、親会社株主に帰属する四

半期純損失は 11 億 9 千 3 百万円（前年同期の親会社株主に帰属する四半期純損失は 39 億 9 千 6

百万円）となりました。 

 

 

当第１四半期連結累計期間における製品集計区分別の業績は、次のとおりであります。 

 

①半導体デバイス 

リチウムイオン二次電池用の半導体製品及びモジュール製品の受注が増加したことにより、売上

高は 74 億 8 千万円（前年同期比 110.3％）となりました。 

 

②光デバイス 

カメラモジュールにつきまして、アミューズメント関連製品の受注は増加したものの、情報通信端末

向け製品の受注が減少したことにより、売上高は 8 億 1 千 6 百万円（前年同期比 54.8％）となりまし

た。 

 

③機構部品 

主力である情報通信端末向け製品及びアミューズメント関連製品の受注がいずれも増加したこと

により、売上高は 149 億 6 千 4 百万円（前年同期比 150.7％）となりました。 

 

④高周波部品 

車載関連製品の受注が増加したことにより、売上高は 63 億 5 千 7 百万円（前年同期比 124.7％）

となりました。 

 

⑤電源部品 

主力であるアダプタ製品及び組込型電源製品の受注がいずれも増加したことにより、売上高は 45

億 3 千 8 百万円（前年同期比 142.8％）となりました。 
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(２) 財政状態に関する説明    

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度に比べて 39 億 9 千 2 百万円増加し、1,650

億 8 千 1 百万円となりました。これは主として、現金及び預金が 45 億 4 千 1 百万円減少したものの、たな卸

資産が 66 億 2 千 5 百万円、有形固定資産が 17 億 8 百万円増加したことなどによるものです。 

負債合計は、前連結会計年度に比べて 55 億 2 千 6 百万円増加し、511 億 8 千 4 百万円となりました。

これは主として、賞与引当金が 6 億 4 千 1 百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が 47 億 9 千 9 百

万円、流動負債のその他が 11 億 9 千 9 百万円増加したことなどによるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度に比べて 15 億 3 千 4 百万円減少し、1,138 億 9 千 7 百万円となりまし

た。これは主として、為替換算調整勘定が 7 億 7 千 8 百万円増加したものの、利益剰余金が 24 億 1 千 7

百万円減少したことなどによるものです。 

以上の結果、当第１四半期連結会計期間における自己資本比率は、前連結会計年度に比べて 2.7 ポ

イント減少し 69.0％となりました。 

 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明    

平成 28 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 27 年５月 12 日に公表いたしました連結業績予

想から変更はございません。 

 

 

２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動    

該当事項はありません。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用    

（税金費用の計算） 

税金費用につきましては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用してお

ります。 

 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以下「連

結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日。

以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している

場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を

発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間

の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直し

を企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。

加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行って

おります。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第 44－５

項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連

結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

 なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

当社グループは、電気、通信機器の部品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（重要な後発事象） 

 

（社債の発行） 

当社は、平成27年7月16日開催の取締役会において、2022年満期ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の

発行を決議し、平成27年8月3日に払込みが完了いたしました。その概要は次のとおりであります。 

 

①発行価格の総額（払込金額の総額） 

201億円 

②発行価額（払込金額） 

額面金額の100.5％（各社債の額面金額 10百万円） 

③発行価格（募集価格） 

額面金額の103.0％ 

④発行日 

2015年8月3日（ロンドン時間） 

⑤利率 

利息は付さない。 

⑥償還の方法及び期限 

2022年8月3日に本社債の額面金額の100.0%で償還いたします。ただし、発行要項に一定の定めがあります。 

⑦新株予約権に関する事項 

1)新株予約権の目的となる株式の種類：当社普通株式 

2)発行する新株予約権の総数：2,000個及び代替新株予約権付社債券に係る本社債の額面金額合計額を

10百万円で除した個数の合計数 

3)転換価額：１株当たり1,220円（当初） 

4)行使期間：2015年8月17日から2022年7月20日まで 

⑧担保 

無し。 

⑨資金の使途 

1)スマートフォン用カメラアクチュエータの生産能力拡大のため、フィリピンにおける工場内に新棟を建設する

設備投資資金 

2)スマートフォン用カメラアクチュエータの生産能力拡大のため、生産設備の購入などの設備投資資金 

3)事業拡大に伴う運転資金の増加の対応資金 

4)自己株式取得資金 
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(自己株式の取得) 

当社は、平成 27 年 7 月 16 日開催の取締役会において、会社法第 165 条第３項の規定により読み替えて

適用される同法第 156 条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。 

 

①自己株式の取得理由 

資本効率の向上を通じて、株主還元の充実及び機動的な資本政策の遂行を目的としております。  

②取得の内容 

1)取得する株式の種類  

当社普通株式 

2)取得する株式の総数 

7 百万株（上限） 

3)株式の取得価額の総額 

50 億円（上限） 

4)取得期間 

平成 27 年 7 月 17 日～平成 27 年 10 月 30 日 

5)取得方法 

東京証券取引所における市場買付け（ToSTNeT-３を含む） 
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４．補足情報 

（１）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

当第１四半期連結累計期間における生産実績を製品集計区分別に示すと、次のとおりであります。 

区分 生産高（百万円） 前年同四半期比（％） 

半導体デバイス 7,580 114.1 

光デバイス 819 54.1 

機構部品 15,342 157.2 

高周波部品 6,919 134.3 

電源部品 4,586 141.2 

合   計 35,247 133.9 

 

②受注実績 

当第１四半期連結累計期間における受注実績を製品集計区分別に示すと、次のとおりであります。 

区分 受注高（百万円） 前年同四半期比（％） 受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

半導体デバイス 7,733 108.9 3,676 95.4 

光デバイス 178 10.3 395 32.4 

機構部品 16,802 138.2 6,785 97.8 

高周波部品 8,170 149.4 4,996 165.1 

電源部品 4,738 115.1 2,740 118.8 

合   計 37,623 123.0 18,594 107.2 

 

③販売実績 

当第１四半期連結累計期間における販売実績を製品集計区分別に示すと、次のとおりであります。 

区分 販売高（百万円） 前年同四半期比（％） 

半導体デバイス 7,480 110.3 

光デバイス 816 54.8 

機構部品 14,964 150.7 

高周波部品 6,357 124.7 

電源部品 4,538 142.8 

合   計 34,157 129.0 
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（２）海外売上高 

前第１四半期連結累計期間（自 平成 26 年４月１日 至 平成 26 年６月 30 日）         （単位：百万円） 

   ア ジ ア 欧  州 北  米 計 

Ⅰ 海 外 売 上 高 15,729 739 1,178 17,646 

Ⅱ 連 結 売 上 高    26,477 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
59.4 2.8 4.4 66.6 

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年６月 30 日）         （単位：百万円） 

   ア ジ ア 欧  州 北  米 計 

Ⅰ 海 外 売 上 高 19,843 679 1,875 22,398 

Ⅱ 連 結 売 上 高    34,157 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
58.1 2.0 5.5 65.6 
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